
































































































































































































































































































































































































































































11 課 踊り フラダンスを事例に
，ダンスが示す文化の特長を理解する。次にダンスの名前，ど
んな種類の踊りを踊るか, 祝いの際のダンス等,作り出した文化の踊りを考える。 踊りを作り出す 翳゛
12 踝 食物と調理 各文化は手に入る限りの材料を使い
，食事やその鯛理法を開発していることを知る。





















ゲ ムー，スポ ツーを調査し，作り出した文化に合うゲ ムーを考え出す。 遊びを作り出す 編゛





18 踝 文化に関するレポ トー 第２章で設定した17 個の文化の要素を整理し，それぞれを一文に簡潔にまとめる。
第2 章のまとめ まとめ19 課 ワークシート 考古学者になったつもりで，「新しい文化の発見」を他者へ手紙で伝える学習をするo








２課 衣服のデザイン 洋服のデザイナーになり，移住地の天然資源を砲認し，文化独自のお祝い用の洋服を７パターン考える。 衣服や宝石など，文化独自の装飾
品を表現する



























10 踝 音楽と楽器の作成 文化の聖歌を演奏するためにふさわしい楽器，また，セレモニーの際に演奏出来る音楽を考える。
宗教的要素を表現する11課 踊りの振り付け 文化内で皆が踊ることの出来る振り付けを考えるo また，それらのダンス・振り付けに名前をつける。
12 課 參翆の設定 ヘアースタイルは宗教的なパフォー マンスの代表であることから，６つ以上の
ヘアースタイルを考案する。同時にその際に使うアクセサリ もー考える。 筱１
箆
13 課 人のプ囗ファイリング 作り出した文化において２人の重要な人物を設定し，それらの絵や家族構
成，スピーチを作るなどの活動をする。
人間を使って文化を表現する
14 蹂 詩の執筆 ３つの詩を書き，その中に，自文化にとって重要な人々，場所，出来事を
含ませる。
15 課 道具の創造 食事を作る道具，家を建てる道具等，文化特有の５つ以上の道具をデザインする。
物を使って文化を表現する 鑒
ぺ祐
16 蹂 建Ｓをデザインする 家族が住む家のモデルを設計する。可能であればジオラマなどといった形の模型を作る。













































４課 オ プーンハウスの計画 文化の遺物をどこに，どのように配置するか，グル プーで考えたパフォーマンスの方法等を議論する。
５課 オ プーンハウスの招待 文化博物館への招待状を作成する。













作り出したものを指す。本章 は4 つのパ ートに分
































第4 のパートは第18 課から第19 課の観念をコ


















第4 章 匚終結活動」 は第3 章で作り出した観念
の表象（実際みられる文化現象）を学校内外の人々
と共有して ゆく学習である。本章 は3 つのパ ート
に分かれる。第 １は第１課の 匚評価方法の吟味」
























つ の重 なり合 う円 から作 ら れたベ ン図(Venn





































文化 の基底とな る観 念の領域を作 り
出す
文化 の構築
第3 章 観念 の投影 観念が生 み出す文化 表象を作り出す
第4章 終結活動
作り 出した文化を学 校内外の人々 と
共有する 文化 の共有




















































































































































表３｢ 権力構造(Power  Structure)の単元構成






































































※そ の集団か重 視する価値観や信念 によ って何を 権力と










・ イラン（1900年以 前）・ ベネズエラ・ イラン（1979年以
後）・ギリシ ヤ（紀元前 ８世紀）・日本・ ネパ ール・ バ














・作り出した文化 はど のような政府を 持つか。
・どのように指導者 は選ばれるか。
・権力の名前は何にするかO


































Carol Nordgaarden, Create a Cult『らThe Learning Works, 1995, p.28より，筆者作成。なお，網掛け部分は筆者の分析示す。
を 行 う。 そ の上 で仮 想文化 にお け る独 自 の権力 関　　　 念が作 り出 され る過程を 分析 し， 実 際に生 徒自 ら
係 を作 り出 して ゆく。 観念 とし て の権力 を， 分析　　　 がそ の観 念を 作り 出して ゆ く学習 が展 開さ れ る。
と構築 とい う手 順で 連続的 に学習 して ゆ く構成 と　　　 支 配関係 を作 り出 す権力 とい う観念を 分析 し， 構
なって い ることが分 か る。　　　　　　　　　　　　　　 築 して ゆ くとい う， 文化 研究学習 にみられ る解釈
このよ うな，領 域的 に文化 を比較 ・受 容 す る学 習　　　 構 築 の論 理が示 さ れてい ると言え よ う。
で はな く， 構築 物 として の文 化 を分析 ・研究 して　　　 ３　 文化 研究学 習 にみら れる解釈 構築 の論理
ゆく学 習 の必要 性 は， 北 コロ ラド大 学 の助教授 で　　　　 本教科晝 『文化 の創造』でみられる学習 は，文化
あるフ ェル ティ グも指 摘 してい る。 彼 はア メ リカ　　　 の概念を，社会を規定 して いる解釈枠組 みという広
合衆 匡 におけ る文化学 習が人類 学 的視 点,を重視 す　　　 義 の意味で捉え直し， その枠組 み自体が観念の領域
る立場 から， 文化 変容 の過程 を分 析す る学 習 へと　　　 から作り出されたものだ とす る。学習で は，生 徒自
転換 しつつ あ ることを指 摘し， 文化 は言語 や科学 ，　　 身が文化 の枠 組みを分析し，作り出してゆく展開を
宗教等 か ら作 り出さ れる シ ンボルであ り， この シ　　　 とる。 解釈枠 組みとして の文化を， 理解， 分析，構
ンボル の体系 が， 体 験や意 味の観点 を作 り出 して　　　 築，共有という過程を通して研究してゆく学習 が示
い ると指摘 したII）。　　　　　　　　　　　　　　　　　 されていると言え る。そ の中で も， 本教科書 にみら
本教 科書 で は， 文化 とい う枠 組 みがそ こで生 き　　　 れる主軸 は分析→ 構築 という研究過程 であった。
る個 々人 の関係 を規定 す る観念 か ら作り 出さ れた　　　　 以上 か ら， 本 教科書 に みられ る文 化研 究学習 の
ものであ るとす る。 単元 「権力 構造」 の分 析か ら　　　 特質 は以下 ２点 てあ るこ とが分か る。
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